
「津市狭あい道

路整備事業」パ

ンフレット。本

庁舎1階と、建

築指導課(5階)

で入手できる　

▲

　シルバーエミカの利用件数は年々増加している

が、今後も高齢者人口の増加とともに、シルバー

エミカの利用者も増加が続くと考えられることか

ら、より多くの方がシルバーエミカを利用できる

ようにしたい。

　最近、路線バスの運賃が少し高くなったので、

その分のポイントを増やすというのも一つの考え

方かと思うが、津市コミュニティバスとの関係も

あり、津市コミュニティバス全体をどういうふう

に見直していくかという現在行っている議論と一

緒に、シルバーエミカのポイントについても、今

後検討していく。

●帯状疱疹ワクチン接種について

 ● 接種費用の助成について

●児童虐待防止対策について

 ● 対策の強化について

 ● オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペー

ンについて

●狭あい道路整備事業について

　シルバーエミカは65歳以上の希望者に交付され

る津市独自のＩＣカード乗車券である。現在、バ

スの乗車運賃に利用できる2,000円分のポイント

が付与されているが、運賃の値上げなどにより家

計に影響を与えているため、ポイントの上乗せを

求める声が多い。バスを多くの方々に利用してい

ただくため、シルバーエミカのポイントを増やす

べきだと考えるがどうか。

シルバーエミカのポイント見直
しの考えは

問

津市コミュニティバス全体の見
直しとともに検討していく

答

その他の質疑・質問

　ＬＩＮＥなどのアプリを使用することで、例え

ば子育てに関する情報発信や道路の陥没や路肩の

崩落などの情報収集が可能となる。これらの情報

の受発信は非常に重要であると認識しており、Ｌ

ＩＮＥのアプリを含め、情報の受発信の手法につ

いて、市民ニーズや利便性、どういった手法を組

み合わせれば一番効果的に運用できるかなどを考

慮し、前向きに検討していく。

●カーボンニュートラルの実現に向けた取り組み

 ● 個人・家庭での温室効果ガス削減の取り組みは

●学校施設の修繕・維持管理について

 ● 学校施設修繕にこども基金を充当する考えは

●教育におけるウェルビーイングの向上について

●子ども・子育て支援の周知・サポート方法は

●市民からの公共施設等の破損時の通報は

　デジタル化が進む昨今、スマートフォンの普及

に伴い行政の情報発信や情報収集の向上を図るた

めにＳＮＳを活用すべきである。ＬＩＮＥのメニ

ューやチャットなどを利用すれば知りたい情報を

24時間いつでも知ることができる。そこで「持ち

運べる役所」を実現し、住民と行政の距離を縮め、

より利便性の高い行政サービスを提供するために

ＬＩＮＥ公式アカウントの運用について問う。

より利便性の高い行政サービス
の提供について問う

問

情報の受発信の手法について、
前向きに検討していく

答

その他の質疑・質問

津市地域脱炭素

宣言を行ってか

ら1年が過ぎた。

もっと市民一丸

となった取り組

みを　　　

▲
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